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防犯上の安全・安心が地域の価値にもたらす影響の定量的把握
環境科学科 松永千晶

研究の目的
成熟期を迎えた我が国のまちづくりは，いかに地域を持続可能で魅力・価値のあるものにするかが

課題であり，特に住宅地域においては，日常生活における安全安心が重要な要因であると言える．こ
れに対し住宅地型エリアマネジメントが成熟社会の地域の安全安心まちづくりの方策として期待され
ているが，従来の地域活動も含め，これらの地域の安全安心への効果はあまり明らかになっていない．
本研究は，安全安心まちづくりにおいて考慮すべき地域特性を明らかにすることを目的とし，基礎

的段階として福岡市を対象に，日常生活の安全・安心に直結すると考えられる防犯，特に軽犯罪に関
するものに着目し，社会・経済的要因や交通量や物理的環境要因などで定義される地域特性と，地域
における犯罪や不審行為・軽犯罪との関係を定量的に把握することを試みたものである．

福岡市の犯罪・不審行為の傾向
 公式統計の対象外である軽犯罪を含んだ傾向を把握するため福岡県警が配信する防犯メールデータ
を対象に分析（2020年1月～12月，547件）

 行政区単位では大きな違いはなく，地域特性との関係をみるにはより詳細な単位での分析が必要

地域特性と犯罪発生の関係の分析
 福岡市内143校区を対象に，重回帰分析により地域特性と犯罪発生の関係を定量化

分析結果の例（わいせつ系＋軽犯罪）

今後の展望と課題
 時系列や季節・時間帯，昼夜率等を考慮し
たより詳細な分析

 災害，COVID-19等，地域の安全安心にかか
る他の要因と地域特性との関係や，地域の
安全安心と地域の価値（地価やQOL等）と
の関係の分析

 地域特性を調整しうるエリアマネジメン
ト・地域活動策の検討
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